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平 成 ２ ９ 年 ８ 月 １ ８ 日 

国土技術政策総合研究所 

 

「津波防災への『自然・地域インフラ』の活用に関する

シンポジウム」の開催 
～津波に対する砂丘等の減災効果とその発揮限界～ 

 
 

 

 

 

 
 
 
 
 

最大クラスの津波に対しては、ハード・ソフトの施策を総動員した津波防災地域づくりの推
進が必要です。そのため、国総研では平成２６年度から行っている「津波防災地域づくりにお
ける自然・地域インフラの活用に関する研究」の中で、津波に対して減災効果を有する砂丘等
を「自然・地域インフラ」と定義し、その減災効果と発揮限界をふまえた津波防災への活用に
ついて研究してきました。 

本シンポジウムでは、東日本大震災で減災効果が指摘されたものの、その効果等が定量的に
評価されていない「自然・地域インフラ」の評価法や津波防災への活用について、技術的観点
及び社会実装の観点から議論いたします。その議論は、最近注目されている「グリーンインフ
ラ」の検討にも参考になるかと思います。 

なお、国総研の研究成果をまとめた「国総研資料」を、国土技術政策総合研究所ホームペー
ジ（http://www.nilim.go.jp/lab/bcg/siryou/tnn/tn_nilim.htm）で後日公開する予定です。 
 

記 
 
１．日時：平成２９年９月７日（木）１４時００分～１７時００分（１３時３０分開場） 
２．場所：日本消防会館（ニッショーホール）5 階大会議室 
  （東京都港区虎ノ門２丁目９番１６号） 
３．主催：国土交通省 国土技術政策総合研究所 
４．プログラム：添付資料参照 
５．申込方法：下記メールアドレスに氏名と所属を記入したメールを送付してください。 

suzuki-y927a＠mlit.go.jp （＠を半角に換えて下さい。） 
  （入場無料。定員 100 名、申込先着順。当日申込は空席が有る場合のみ受付） 
６．取材等：講演会当日に取材を希望される場合は、９月６日（水）午前中までに別紙（FAX 用

紙）にてお申し込み下さい。 

  （問い合わせ先） 

 国土技術政策総合研究所 河川研究部 海岸研究室 

    室長  加藤 史訓、 主任研究官  原野 崇 

 TEL：029-864-2327 FAX：029-864-1168 E-mail:katou-f92fr@mlit.go.jp 

資料配布の場所 

1. 国土交通記者会 

2. 国土交通省建設専門紙記者会 

3. 国土交通省交通運輸記者会 

4. 筑波研究学園都市記者会 

平成２９年８月１８日同時配布 

国総研は、津波に対して減災効果を有する砂丘等の「自然・地域インフラ」に関す

るシンポジウムを９月７日に開催します。 

シンポジウムでは、「自然・地域インフラ」の津波防災への活用に関する国総研の

研究成果の報告のほか、北海道大学大学院農学研究院の松島肇講師、東北大学災害科

学国際研究所の山下啓助教、静岡県交通基盤部河川砂防局が、関連する研究・施策に

関する話題提供を行います。 
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別紙 

 
国土交通省 国土技術政策総合研究所 

河川研究部 海岸研究室 あて 

（FAX 029-864-1168）  

 

 

 

「津波防災への『自然・地域インフラ』の活用に関するシンポジウム」

の取材を申し込みます。  

 

 

 

会社名・所属                           

 

 

氏 名                               

 

 

連 絡 先                             

 

 
 

※９月６日（水）午前中までにご連絡願います。 



 

津波防災への「自然・地域インフラ」の活用に関するシンポジウム 

～津波に対する砂丘等の減災効果とその発揮限界～ 

 

主催：国土交通省国土技術政策総合研究所 

  

日時：平成２９年９月７日（木）14:00-17:00（受付 13:30～） 
会場：日本消防会館（ニッショーホール）5 階大会議室（東京都港区虎ノ門２丁目９番１６号） 

 
本シンポジウムは、津波に対して減災効果を有する砂丘等の「自然・地域インフラ」に関し

て、第一線の研究者による話題提供とともに、国総研の研究成果や関連する自治体の取り
組み等を紹介し、津波防災への活用について議論するものです。 

津波防災の実務や研究に携わる皆様の参加をお待ちしております。 
 

プログラム 14:00-14:05 開催挨拶                国土技術政策総合研究所河川研究部長 天野邦彦 

14:05-14:10 趣旨説明         国土技術政策総合研究所河川研究部海岸研究室長 加藤史訓 

14:10-14:40 津波災害からみたグリーンインフラとしての海岸砂丘系（仮題） 

                          北海道大学大学院農学研究院講師 松島 肇 

14:40-15:10 津波被害の予測・評価における土砂移動現象の重要性（仮題） 

東北大学災害科学国際研究所助教 山下 啓 

15:10-15:40 津波防災への自然・地域インフラの活用に関する研究 

               国土技術政策総合研究所河川研究部海岸研究室長 加藤史訓 

15:40-16:10 静岡県の津波対策 

静岡県交通基盤部河川砂防局河川企画課海岸企画班長 津島康弘 

16:10-16:20 休憩 

16:20-16:50 総合討論 

16:50-16:55 閉会挨拶                      国土技術政策総合研究所河川研究部長 天野邦彦 

申込方法 こちらのメールアドレスよりお申込み下さい。⇒ suzuki-y927a＠mlit.go.jp （＠を半角に換えて下さい） 

定員になり次第締め切らせて頂きますので、お早めにお申し込み願います。 

定員 100 名（参加費無料、申込先着順） 

問い合わせ先 国土交通省 国土技術政策総合研究所 河川研究部 海岸研究室 

 TEL：029-864-2327 FAX：029-864-1168 E-mail：katou-f92fr＠mlit.go.jp （＠を半角に換えて下さい） 

※会場へのお問い合わせは、ご遠慮頂きますようお願い致します。 

会場アクセス 東京メトロ銀座線虎ノ門駅２番・３番出口から徒歩５分 
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